
（様式２）

国立大学法人岡山大学

（単位：百万円）

差　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 19,654 19,476 △ 177 （注１）

施設整備費補助金 2,998 2,898 △ 99

船舶建造費補助金 － － －

補助金等収入 128 524 396 （注２）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 82 82 －

自己収入 28,917 29,767 850 　

授業料、入学料及び検定料収入 7,974 8,000 26

附属病院収入 20,557 21,287 730 （注３）

財産処分収入 － － －

雑収入 386 479 93

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 4,525 4,215 △ 309 （注４）

引当金取崩 － 119 119

長期借入金 5,420 5,274 △ 145 （注５）

貸付回収金 － － －

承継剰余金 107 － △ 107

旧法人承継積立金 － － －

目的積立金取崩 355 546 191 （注６）

62,186 62,904 718

 支出

業務費 45,086 44,793 △ 292

教育研究経費 23,367 21,981 △ 1,385 （注７）

診療経費 21,719 22,812 1,093 （注８）

一般管理費 1,543 1,368 △ 174 （注９）

施設整備費 8,500 8,255 △ 244 （注10）

船舶建造費 － － －

補助金等 128 522 394 （注11）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 4,525 4,017 △ 507 （注12）

貸付金 － 3 3

長期借入金償還金 2,404 2,404 －

国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 － － －

62,186 61,364 △ 821

0 1,539 1,539

○ 予算と決算の差異について

（注９）管理費の削減に努めた結果､予算額に比して決算額が174百万円少額となっています。

（注10）（注５）に示した理由等により､予算額に比して決算額が244百万円少額となっています。

（注11）（注２）に示した理由等により､予算額に比して決算額が394百万円多額となっています。

（注12）（注４）に示した理由等により､予算額に比して決算額が507百万円少額となっています。

平 成 １９ 年 度  決 算 報 告 書

予 算 額 決 算 額 備　考区　　　分

収入－支出

計

計

（注７）教育研究経費については､人件費削減、退職給付の予算額に対する減少等により､予算金額に比して決算金額が1,385百万
　　　　円少額となっています。

（注２）補助金等収入については､予算段階では予定していなかった、国からの補助金の増加等により､予算額に比して決算額が
　　　　396百万円多額となっています。

（注５）予算段階では予定していなかった、借入不用額が発生したため､予算額に比して決算額が145百万円少額となっています。

（注６）目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった事業を計画したため､予算額に比して決算額が191百万円
　　　　多額となっています。

（注１）運営費交付金については､予算額に前年度からの繰越額のうち使用見込額177百万円を含んでいたが､平成19年度に措置
　　　　された予算の範囲内で賄われたため､予算額に比して決算額が177百万円少額となっています。

（注３）附属病院収入については､７：１看護基準の実施、手術件数の増加等により､予算額に比して決算額が730百万円多額となっ
　　　　ています。

（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については､寄附金収入の減少等により､予算額に比して決算額が309百万円少額
　　　　となっています。

（注８）（注３）に示した理由等により､予算額に比して決算額が1,093百万円多額となっています。
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○ 損益計算書と決算報告書の集計区分の差異について

（４）損益計算書では､長期借入金償還金の元本の返済部分は負債の減少であるため計上されていませんが､決算報告書
　　　では支出として計上されています｡また損益計算書では､長期借入金償還金の借入利息は財務費用の支払利息として
　　　計上されていますが､決算報告書では､長期借入金償還金に計上されています。

（３）損益計算書では､寄附金及び間接経費を財源とする費用は業務費の各区分に計上されていますが､決算報告書では､
　　　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等に計上されています。

（１）損益計算書では､長期借入金収入は負債の増加であるため計上されていませんが､決算報告書では収入として
　　　計上されています。

（２）損益計算書では､人件費は役員人件費､教員人件費及び職員人件費に計上されていますが､決算報告書では、
　　　財源により業務費と産学連携等研究経費及び寄附金事業費等に計上されています。
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